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■内 容 

 九州大学の基幹教育・総合科目の新しい科目として「囲碁で養う考える力」が開講されます。本科目

は「ものの見方・考え方・学び方」を学ぶ教育である基幹教育の科目の一つとして、囲碁を通じて、「論

理的な思考を鍛え」、「相手の立場に立ったものの見方を身に付け」、さらには、「伝統文化を学び、国際

化に備える」等、さまざまなねらいが込められています。今回の講義は、本学医学研究院須藤信行教授

が担当し、東京よりプロ棋士である吉原由香里六段を講師として招聘、さらに日本棋院、および日本棋

院九州本部のサポートのもとで開講されます。また、学内からも囲碁部関係者（前顧問・久保総長およ

び囲碁部部員）が講義の企画運営に協力・参加します。 
 この講義は、九州大学伊都キャンパスにおいて、平成 27 年 10 月 7 日から平成 28 年 2 月 3 日まで、

合計 15 回の講義が計画されています。主に、初心者を対象として本学の 1 年生〜4 年生（一部学部で

は６年生まで）の希望者が受講者となります。また、今秋に竣工する亭亭舎が完成次第、同施設で講義

を行う予定です。 
 
■目的・効果 

 本科目では、囲碁を通して、汎用的な人間力の一つの大きな要素である「ロジカルシンキング（論理

的思考）の向上をはかり、考える力を養うことを目的とします。また、受講学生は、日本の伝統文化と

して伝承されてきた囲碁を学び、対局を通して「考える力」と「集中力」を磨きます。さらに、世代間・

国際間のコミュニケーションツールとしても位置付けられる囲碁を用いて、対局を通して生まれる対話

や人脈から、グローバルな活動につなげていけるよう囲碁を学んで行きます。 
 
■今後の展開 

 九州大学の基幹教育・総合科目では、このようなユニークな授業・講義・実習科目を開講し、学生の

学ぶ力、考える力をはじめとした、自ら学ぶ姿勢を涵養し続けます。 
 

【用語解説】 
基幹教育とは：新たな知や技能を創出し未知なる問題をも解決していく上での幹となる「ものの見方・

考え方・学び方」を学ぶ、大学入学時から高年次・大学院に至る教育が九州大学の基幹教育です。特に、

基幹教育では、「学び方、考え方を学ぶ」姿勢の涵養こそが学問追究の基本であるという観点に立ち、

自ら問いを立て主体的な学びのできるアクティブ・ラーナーを育成することを目指しています。 
 
囲碁を用いた授業・講義：平成 27 年春の段階で囲碁を用いた授業・講義は、国内大学 20 校、高等学校

4 校、中学校 5 校、小学校 28 校で実施されている。日本棋院が近年力を入れた活動を行っています。 
 
亭亭舎：「新亭々舎：2014/08/21PRESS RELEASE 参照」 
 
 
 
 

【お問い合わせ】 
九州大学学務部基幹教育課 
電話：０９２－８０２－５９４１ 
FAX：０９２－８０２－５９９０ 
Mail：gazkyomu@jimu.kyushu-u.ac.jp 

九州大学基幹教育に新科目：「囲碁で養う考える力」を開講 

－学び方を学ぶ、考え方を学ぶ基幹教育において、囲碁を題材としたユニークな授業

を開講することについて－ 

概 要 

 九州大学の基幹教育に新科目として「囲碁で養う考える力」を開講します。本科目は、基幹教育

の理念に基づいた、学び方、考え方を鍛えるための新科目として期待されるものです。近年、日本

棋院のサポートにより囲碁を用いた授業が小学校から大学まで広く実施されています。本学でも、

医学研究院・須藤教授（囲碁部顧問）が中心となり本科目の企画を立案し、平成 27 年度後期から

開講することとなりました。 
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囲碁授業 関連情報 
 
朝日新聞 
http://digital.asahi.com/articles/DA3S11720953.html?_requesturl=articles/DA3S11720953.htm
l 
2015 年 4 月 23 日 16 時 30 分 
 
 教育現場で注目を集める囲碁が、裾野をさらに広げている。初の開講から１０年経ったプロ棋士

による大学での囲碁授業は昨年度、２０の大台に到達。この４月、新たに１大学が加わった。全国

各地の小中学校などでも授業への採り入れが進む。 
 
 「これ、おもしろい！」「ここに打てるのかな」。２０日、プロ棋士の穂坂繭三段から基本的なル

ールを学んだ大学生３８人が、碁石と小さな碁盤で「石取りゲーム」を始めた。相手の石の縦横を

囲んだら取れるというルールの一部を使ったゲーム。遊び感覚の練習に、教室内は活気にあふれた。 
 東京都小金井市の東京学芸大。同大が囲碁の授業を開くのは初めてだ。１３日の第１回は伝統文

化としての囲碁の側面や歴史を紹介。前期計１５回の授業で、全員が正式なサイズの碁盤で対局が

できるのを目標としている。この日の最後には小さな碁盤で実際の「陣取りゲーム」にも挑戦した。 
 日本棋院のプロが教える大学授業は２００５年度の東京大が先駆け。５年後には早稲田大、慶応

大などが続き、昨年度は一橋大、大阪大などが加わって２０大学にのぼった。各大学は総じて、「論

理的な思考力を育てたい」と期待する。複雑な盤上の変化を読む中で、相手がどうくるかを考える

洞察力、その手に対応する柔軟性、さらには忍耐力、コミュニケーション力にもつながるといわれ

る。 
 初めて大学授業を担当する穂坂三段は、学生の理解の速さと積極的な反応に舌を巻いた。「次回

以降の授業で教えようと思っていたレベルのことを、どんどん踏み込んで質問してくる。まったく

の見当外れのところに打つことがなく、すでに囲碁の形になっている。さすが大学生です」。東京

学芸大は卒業生の多くが教育現場に出る。学長補佐の小嶋茂稔准教授は「伝統文化に触れ、囲碁に

対する理解と技術を身につけることによって、色々な引き出しを持った教師になってほしい」と語

る。「名の通った多くの大学で実施されていることも後押しになった」とも話した。 
 日本棋院はさらに複数の大学に働きかけており、後期課程を視野に、今年度は２５大学での実施

をめざす。 
 
 ■小中高では３７校、参加者は１・４倍に 日本棋院、ＰＲや基金 
 日本棋院が今月まとめた集計によると、昨年度は全国３７の小中高校で同棋院のプロらが指導す

る正課授業が開かれ、１万２千人以上が囲碁に親しんだ。参加者数は前年度の約１・４倍だという。 
 東京都中央区では、１６ある区立小学校のうち９校でプロ棋士が教えた。同千代田区は、放課後

などの非正課活動を含めると、区立の全８小学校に囲碁を学ぶ環境がある。昨年度は北海道岩見沢

市、秋田県能代市の小学校でも実施、今年度は三重県熊野市の計４小中学校で新たに授業化される。 
 囲碁人口の減少に苦慮する同棋院は昨年、「学校囲碁推進室」を設置して若い層への普及態勢を

強化。各地の教育委員会や校長会で囲碁の魅力をアピールしているという。担当者は「特に小学校

からの引き合いが多く、波及効果は全国に及んでいる。有名大学で開講されているという実績も影

響しているのではないか」と話す。同棋院は今月、教材の経費などにあてる目的の募金「がっこう

囲碁普及基金」を始めた。（伊藤衆生） 
 
 ■昨年度の学校囲碁授業 
   実施数 参加者数 
大学  ２０ １０４８人 
高校   ４ ２６２１人 
中学校  ５ １９２９人 
小学校 ２８ ７７６８人 

※ 日本棋院が棋士らを派遣した学校のみ 



囲碁授業 関連情報 
 
河北新報  
http://www.kahoku.co.jp/tohokunews/201505/20150501_75006.html 
2015 年 05 月 01 日金曜日 
 
東大が１０年前に授業で初めて囲碁を教えて以降、囲碁授業を採用する大学が増え、この新学期か

ら全国で２１校になった。囲碁を通じて「考える力」を養い、集中力を磨く効果があると学生の人

気が高い。現在、導入を検討している大学もあり、今後さらに増えそうだ。 
 
 ２００４年に日本棋院の理事長に就任した加藤正夫九段は「教育現場を通じた囲碁の普及、発展」

を目指して東大を訪問し、プロ棋士が指導する囲碁入門の授業を提案したのが始まりだった。 
 東大側は「囲碁は広く学生の思考力の向上に役立ち、いろいろな意味で学問を支える教養教育の

基礎になる」として受け入れ、翌年秋から授業が始まった。対象は囲碁を全く知らない学生。石倉

昇九段らプロ棋士３人が講師となり、計１３回の授業でルールから始めて、実際に囲碁が打てるま

で教える。授業を受けた学生はほかの授業と同じように単位がもらえる。 
 その後、早大や慶応大、東京学芸大、京大、大阪大などに広がった。教えるプロ棋士も教え方の

研修を受け、現在約３０人が教壇に立っている。 
 １２年から始めた青山学院大は「囲碁で養うロジカルシンキング」と名付けた授業で前期５０人、

後期５０人を募集。学生の人気が高く、２００人以上が応募し、作文で選考しなければならないほ

どだ。 
 この授業担当の増田捷紘教授は「白石と黒石だけの囲碁では自由にその石の役割を自分で考え、

対処する。これは論理的思考の能力を高めると同時に、常に考える習慣が得られ、大局観と局所の

見方の両方が身につく。今後も囲碁授業に力を入れたい」と話している 
（河北新報囲碁記者 田中章） 
 


